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阿蘇中央火口丘群のテフラ被覆斜面において2016年熊本地震とその前後

の降雨で発生した崩壊地の規模の比較

Comparing magnitudes of tephra-mantled slope failures triggered by

the 2016 Kumamoto earthquake and those triggered by rainfalls

before and after the earthquake in the post-caldera central cones of

Aso volcano, southwestern Japan
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　2016年4月16日の熊本地震（MW7.0）により，阿蘇火山の中央火口丘群やカルデラ壁で多数の斜面崩壊が発

生した。阿蘇火山周辺では，熊本地震以前の2012年7月初旬に豪雨によって多数の斜面崩壊が発生してい

る。また，熊本地震から約2ヶ月が経過した2016年6月下旬の豪雨時にも新たに斜面崩壊が発生している。こ

れらのうち，中央火口丘群で発生したものの多くが，阿蘇やその周辺の火山を起源とするテフラ（降下火山砕

屑物）を主体とした土層の崩壊であった。しかしながら，これまでの調査報告を比較すると，2012年7月やそ

れ以前の豪雨災害で発生したテフラ被覆斜面の崩壊は深さ1～2 m程度のごく浅い崩壊であったのに対

し，2016年熊本地震時には深さ5 m以上の崩壊も多数発生しており，崩壊に伴う移動土砂量の規模はイベント

ごとに大きく異なっていたのではないかと考えられる。このような崩壊規模の違いを定量化し，誘因との関係

や時系列変化の特徴を明らかにすることは，火山地域における斜面災害の危険性評価に留まらず，山地の土砂

収支や地形発達を理解する上でも重要と考えられる。 

 

　阿蘇火山周辺では，2012年7月初旬の豪雨の前後（2010年4～6月および2013年1月），2016年熊本地震

の発生直後（2016年4月下旬），地震の約2ヵ月後の2016年6月下旬の豪雨後（2016年8月）に航空レーザ測

量が実施されている。よって，各時期の測量データ間の標高変化をもとに，2016年熊本地震とその前後の降

雨という3つのイベントで発生したテフラ被覆斜面の崩壊について，個々の崩壊地の崩壊深や移動土砂量を算

出することができる。本発表では，崩壊に伴う移動土砂量をイベントごとに見積もり，1）地震，豪雨という

誘因の違いと斜面崩壊の規模との関係，2）地震前後での豪雨による斜面崩壊の規模の違いを検討した結果を

報告する。
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